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言
問
橋
西
北
側
に
あ
る

「
慰
霊
碑
」 し

っ
か
り
し
た
情
報
発
信
を

ウ
イ
ル
ス
対
策
も
大
事
で
す

が
、
世
の
中
が
思
考
停
止
に
陥
り

つ
つ
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
の

が
気
が
か
り
で
す
。
組
合
の
し
っ

か
り
し
た
信
頼
で
き
る
情
報
発
信

が
重
要
で
す
。
山
本
哲
（
国
土
交

通
労
組
東
京
気
象
支
部
）

◇

◇

春
闘
期
な
の
に
…

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防

止
の
対
応
で
、
地
域
で
の
人
の
集

ま
る
集
会
や
パ
レ
ー
ド
が
、
軒
並

み
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
春
闘
を

盛
り
上
げ
る
た
め
の「
区
民
集
会
」

や「
20
春
闘
南
部
共
同
宣
伝
行
動
」

な
ど
も
、
す
べ
て
「
自
粛
」
し
ま

し
た
。
職
場
の
中
も
静
か
な
も
の

で
、
一
体
だ
れ
が
こ
の
状
況
を
喜

ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
福
田

清（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
目
黒
地
域
支
部
）

◇

◇

大
き
な
怒
り
を
感
じ
る

森
友
公
文
書
改
ざ
ん
に
関
わ

る
、
安
倍
首
相
夫
妻
、
佐
川
元
国

税
庁
長
官
。
い
よ
い
よ
逃
げ
ら
れ

な
く
な
っ
た
。
ご
遺
族
の
勇
気
あ

る
行
動
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
そ

れ
に
し
て
も
麻
生
大
臣
の
「
何
ら

新
し
い
モ
ノ
は
な
い
」
「
手
記
は

読
ん
で
な
い
が
再
調
査
は
考
え
て

い
な
い
」
と
の
発
言
に
は
大
き
な

怒
り
を
感
じ
る
。
土
田
尚
義
（
Ｊ

Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
品
川
地
域
支
部
）

◇

◇

辞
め
て
も
ら
わ
な
い
と

東
京
都
立
大
学
を
5
月
の
連
休

明
け
ま
で
休
講
す
る
こ
と
を
、
大

学
よ
り
先
に
、
東
京
都
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
会

議
が
発
表
。
大
学
の
名
称
変
更
の

際
も
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
決
定
。

大
学
の
自
治
は
、
小
池
都
知
事
の

頭
に
な
い
ら
し
い
。
と
っ
と
と
辞

め
て
も
ら
わ
な
い
と
。
三
浦
久
美

子
（
首
都
大
学
東
京
労
組
）

◇

◇

か
な
り
危
う
い

安
倍
首
相
の
国
会
で
の
厚
顔
ぶ

り
も
ひ
ど
い
の
だ
が
、
小
池
都
知

事
が
前
の
め
り
に
対
応
し
て
「
首

都
封
鎖
」
だ
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」

だ
の
い
う
の
は
、か
な
り
危
う
い
。

民
主
主
義
を
吹
っ
飛
ば
し
か
ね
な

い
。
中
西
喜
一
郎
（
全
印
総
連
・

光
陽
メ
デ
ィ
ア
労
組
）

◇

◇

本
当
に
う
る
さ
い

先
月
号
3
面
の
羽
田
都
心
低
空

飛
行
撤
回
の
記
事
に
関
し
て
。
試

験
飛
行
の
時
で
さ
え
騒
音
で
大
変

だ
っ
た
の
に
、
1
時
間
に
44
便
も

通
る
と
、
う
る
さ
い
を
通
り
越
し

ま
す
。
小
山
茂
子（
品
川
区
職
労
）

◇

◇

補
償
が
必
要

コ
ロ
ナ
関
係
で
様
々
な
行
事
が

中
止
に
追
い
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

組
合
の
集
会
等
だ
け
で
な
く
、
観

光
・
イ
ベ
ン
ト
業
、
飲
食
業
な
ど
、

色
々
な
と
こ
ろ
で
自
粛
の
影
響
が

出
て
き
て
い
ま
す
。
今
後
の
経
済

・
雇
用
が
本
当
に
心
配
で
す
。
そ

れ
な
の
に
政
府
は
き
ち
ん
と
し
た

損
失
の
補
償
を
し
な
い
だ
け
で
は

な
く
、
各
世
帯
へ
必
ら
ず
行
わ
れ

る
支
援
は
マ
ス
ク
2
枚
だ
け
。
何

の
た
め
に
税
金
を
納
め
て
い
る
の

か
、
こ
ん
な
事
態
に
こ
そ
業
者
・

労
働
者
の
声
を
し
っ
か
り
聞
い
て

有
効
な
対
策
を
取
っ
て
ほ
し
い
。

切
に
願
っ
て
い
ま
す
。
（
匿
名
希

望
）

東
京
の
今
昔
は
、
今
回
か
ら

「
東
京
の
戦
争
遺
跡
」
で
す
。

昭
和
20
（
1
9
4
5
）
年
3
月

10
日
の
午
前
0
時
過
ぎ
、
米
軍

・
Ｂ
29
か
ら
の
焼
夷
弾
に
よ
る

空
襲
で
東
京
下
町
は
火
の
海
と

化
し
、
10
万
人
と
も
言
わ
れ
る

犠
牲
者
が
出
ま
し
た
。

隅
田
川
に
か
か
る
言
問
橋
に

は
、
台
東
区
・
浅
草
、
墨
田
区

・
向
島
か
ら
、
火
の
手
を
逃
れ

て
向
こ
う
岸
に
渡
ろ
う
と
す
る

人
々
が
押
し
寄
せ
、
身
動
き
も

で
き
な
い
状
態
に
。
そ
の
中
を

火
が
走
っ
た
た
め
、
橋
の
上
で

多
く
の
人
が
亡
く
な
り
、
橋
は

人
の
脂
で
黒
く
染
ま
っ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
暑
さ

か
ら
逃
れ
て
川
に
飛
び
こ
ん
で

水
死
し
た
人
、
熱
風
で
窒
息
死

し
た
人
と
最
悪
の
犠
牲
者
が
出

ま
し
た
。

言
問
橋
の
た
も
と
（
地
下
鉄

「
浅
草
」
駅
5
番
出
口
か
ら
隅

田
川
沿
い
北
方
向
へ
徒
歩
10

分
）
に
は
、
東
京
大
空
襲
犠
牲

者
の
慰
霊
碑
が
あ
り
ま
す
。
慰

霊
碑
の
横
に
平
和
へ
の
願
い
を

込
め
た
幾
つ
も
の
「
千
羽
鶴
」

が
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、言
問
橋
の
橋
脚
に
は
、

現
在
で
も
「
黒
ず
み
」
が
残
っ

て
い
ま
す
。

新
入
職
員
・
社
員
の
み

な
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

い
ま
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
問
題
に
関
わ
っ
て
解

雇
や
賃
下
げ
な
ど
、
様
々

な
労
働
問
題
が
発
生
し
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
不
安

か
と
思
い
ま
す
。

今
月
4
月
か
ら
パ
ー
ト

タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働

法
よ
り
、
非
正
規
労
働
者

の
「
不
合
理
な
待
遇
差
」

は
違
反
と
な
り
ま
し
た
。

昨
年
か
ら
は
有
休
の
5
日

付
与
も
義
務
化
さ
れ
て
い

ま
す
。

労
働
組
合
は
、
使
用
者

と
対
等
な
立
場
で
話
し
合

い
、
働
き
や
す
い
職
場
づ

く
り
や
働
く
条
件
を
よ
り

良
い
も
の
に
す
る
た
め
に

活
動
し
て
い
ま
す
。
あ
な

た
も
ぜ
ひ
労
働
組
合
へ
入

り
ま
し
ょ
う
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽

に
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
へ

お
電
話
く
だ
さ
い
。

【
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
】

0
1
2
0
―
3
7
8
―
0

6
0
（
平
日
10
〜
17
時
）

4
月
は
11
時
か
ら
16
時

3
月
15
日
号
の
正
解
は
「
平
和

・
暮
ら
し
守
れ
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平

等
実
現
せ
よ
」
で
し
た
。
応
募
者

は
20
人
で
、
以
下
の
5
人
の
方
に

図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま

す
。髙

橋
文
夫
（
都
庁
職
）
、
土
田

尚
義
（
Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
品
川
地
域
支

部
）、上
野
友
子（
足
立
区
職
労
）、

中
西
喜
一
郎
（
全
印
総
連
・
光
陽

メ
デ
ィ
ア
労
組
）
、
伊
藤
和
（
都

教
組
葛
飾
支
部
）

Ａ
〜
Ｙ
を
順
に
並
べ
て
言
葉

を
完
成
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
答

え
・
組
合
名
・
氏
名
・
住
所
・

通
信
・
パ
ズ
ル
や
紙
面
の
感
想

な
ど
記
入
の
上
、
ハ
ガ
キ
又
は

メ
ー
ル
で
東
京
地
評
編
集
部
へ

（
あ
て
先
は
一
面

題
字
の
ワ
キ
）
。

締
め
切
り
は
5
月

1
日
の
消
印
有

効
。
抽
選
で
5
人

の
方
に
図
書
カ
ー

ド
（
千
円
分
）
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
。
応

募
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

〈
ヒ
ン
ト
〉
マ
ス
ク
等
で
は
な

く
国
民
が
求
め
る
手
当
を

（
ヨ
コ
の
カ
ギ
）

①
岐
阜
県
の
市
、
こ
こ
の
盆
踊

り
は
全
国
的
に
有
名

④
米
な
ど
を
多
め
の
水
で
柔
ら

か
く
煮
た
料
理

⑥
外
国
。
○
○
の
地
を
踏
む

⑦
光
沢
の
あ
る
絹
の
紋
織
物
。

訪
問
着
な
ど
に
用
い
ら
れ
る

⑧
南
太
平
洋
有
数
の
リ
ゾ
ー
ト

地
。
首
都
は
パ
ペ
ー
テ

⑨
結
婚
の
経
験
が
な
い
こ
と

⑪
金
、
○
、
銅

⑫
人
類
は
○
○
サ
ピ
エ
ン
ス

⑭
団
体
の
内
部
に
だ
け
通
用
す

る
決
ま
り
。
部
内
の
規
定

⑯
一
番
始
め
、
最
初
か
ら

⑱
Ｅ
Ｕ
離
脱
し
た
英
国
の
首
都

⑲
ゴ
ー
ル
ド
は
日
本
語
で

（
タ
テ
の
カ
ギ
）

①
お
猪
口
よ
り
大
き
い
杯

②
お
の
れ
、
自
分
自
身

③
飛
行
機
の
翼
の
端

④
麻
雀
の
上
が
り
牌

⑤
冬
至
に
柚
子
の
実
を
入
れ
て

入
浴
す
る

⑦
生
真
面
目
で
義
理
堅
い
人

⑩
サ
イ
ン
、
○
○
○
○
、
タ
ン

ジ
ェ
ン
ト

⑬
日
常
生
活
を
送
っ
て
る
社

会
。
○
○
を
騒
が
す

⑭
韓
国
に
あ
る
○
○
宇
宙
セ
ン

タ
ー

⑮
四
文
字
熟
語
、
○
○
哀
楽

⑰
地
球
の
衛
星
と
い
え
ば

◆
契
約
社
員
と
し
て
大
手
企

業
に
入
社
し
、
10
年
以
上
勤

務
し
て
い
る
50
代
の
女
性
。

す
で
に
無
期
雇
用
契
約
に
は

な
っ
て
い
る
が
、
労
働
条
件

の
良
い
正
社
員
に
な
る
た
め

に
転
換
試
験
を
こ
れ
ま
で
5

回
受
け
て
き
た
。
筆
記
試
験

は
ず
っ
と
合
格
し
て
い
る
が

面
接
で
落
と
さ
れ
る
。
加
入

し
て
い
る
労
働
組
合
の
役
員

に
は
年
齢
で
駄
目
な
の
で
は

と
言
わ
れ
た
が
、
定
年
は
65

歳
な
の
に
そ
ん
な
こ
と
が
あ

る
の
か
、
と
い
う
相
談
。
◆

「
合
格
し
た
の
は
ど
ん
な
人

で
す
か
？
」「
若
い
男
性
は
す

ぐ
合
格
し
て
い
る
。
年
齢
で

落
と
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、

い
つ
ま
で
も
こ
ん
な
試
験
に

精
力
を
費
や
す
な
ど
無
駄
な

こ
と
だ
と
思
っ
て
。
勉
強
は

大
変
な
の
で
す

よ
」
。
と
の
や

り
と
り
。
◆
ま

さ
に
ジ
ェ
ン
ダ

ー
の
問
題
だ
。
し
か
も
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
に
つ
な
が
る
エ

ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
の
た
め
の

努
力
が
こ
の
よ
う
に
阻
害
さ

れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
ま

ず
選
考
内
容
に
つ
い
て
の
公

開
（
応
募
者
数
と
合
格
者

数
、
男
女
別
の
内
訳
、
年
齢

別
内
訳
な
ど
）
や
選
考
基
準

に
つ
い
て
、
加
入
し
て
い
る

労
働
組
合
に
団
体
交
渉
し
て

も
ら
う
こ
と
を
勧
め
た
。
さ

ら
に
な
ぜ
自
分
が
合
格
し
な

か
っ
た
に
つ
い
て
明
ら
か
に

す
る
こ
と
も
。
こ
れ
ら
の
目

的
は
、
公
正
な
選
考
基
準
を

形
成
す
る
こ
と
、
公
正
な
転

換
試
験
が
行
わ
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
だ
。
◆
仮
に
い
ま

加
入
し
て
い
る
労
働
組
合
が

取
り
組
ん
で
く
れ
な
か
っ
た

ら
ど
う
す
る
か
。
個
人
加
盟

の
労
働
組
合
な
ど
、
理
解
し

て
く
れ
る
別
の
組
合
を
探
し

て
加
入
す
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ

う
。
も
ち
ろ
ん

裁
判
と
い
う
手

段
も
あ
る
が
。
今
回
の
よ
う

に
年
齢
を
重
ね
た
女
性
を
低

く
評
価
す
る
こ
と
を
当
然
と

す
る
風
潮
が
あ
る
。
ジ
ェ
ン

ダ
ー
バ
イ
ア
ス
だ
。
会
社
と

加
入
し
て
い
る
労
働
組
合
の

両
方
に
対
し
て
の
ジ
ェ
ン
ダ

ー
の
視
点
か
ら
の
チ
ェ
ッ
ク

は
、
労
働
問
題
の
解
決
の
た

め
に
も
重
要
で
あ
る
。
佐
伯

芳
子
（
東
京
地
評
労
働
相
談

員
）

作・あめんぼ

パ
ズ
ル
当
選

お
め
で
と
う

パ
ズ
ル
当
選

お
め
で
と
う

相
談
の
窓

相
談
の
窓

相
談
の
窓

あ
な
た
も

労
働
組
合
へ

オ
ル
グ
の
現
場
か
らジ

ェ
ン
ダ
ー
視
点
か
ら
の

チ
ェ
ッ
ク
が
重
要

言
問
橋
・
東
京

大
空
襲
慰
霊
碑

相
談
の
窓

相
談
の
窓

相
談
の
窓
185
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